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２０００年８月１８日          広報下之郷        第３１号  （１） 

 
 

 

七
月
二
十
三
日
、
甲
良
東
小
学

校
で
開
か
れ
た
町
球
技
大
会
で
、

下
之
郷
女
子
Ａ
チ
ー
ム
は
、
池

寺
、
長
寺
西
チ
ー
ム
に
連
勝
、
惜

し
く
も
北
落
チ
ー
ム
に
敗
れ
た
も

の
の
準
優
勝
と
い
う
見
事
な
成
績

で
し
た
。 

 

ま
た
、
男
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
は
、
呉
竹
、
長
寺
西
等
に

善
戦
む
な
し
く
敗
れ
、
尼
子
に
は

コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

チャレンジＢ杯準優勝 

おめでとう！ 下之郷女子Ａチーム 

 

平
成
六
年
以
来
の
猛
暑
の
夏
と
な
り
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
田

の
水
不
足
も
切
実
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
何
か
と
気
苦
労
の
多
い
こ
の
夏
で
す

が
、
お
盆
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
酷
暑
も
沈
静
に
向
か
お
う
と
し
て
い
ま

す
。
い
ま
し
ば
ら
く
、
区
民
の
皆
様
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

書
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

書
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

書
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

書
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

    

地蔵盆の準備に取り組む子どもたち地蔵盆の準備に取り組む子どもたち地蔵盆の準備に取り組む子どもたち地蔵盆の準備に取り組む子どもたち    
 
 今年の地蔵盆は、１９日（土）～２０日
（日）にかけて行われます。公会堂の二階で行
灯のデザインを描いたり、模擬店の準備に大忙
しの子どもたちです。 

干上がりかけたポケットパーク干上がりかけたポケットパーク干上がりかけたポケットパーク干上がりかけたポケットパーク    
 
 水不足のために弱ってしまったの
か、金堂鼻のポケットパークの鯉がた
くさん死んでしまいました。せっかく
世話をして育ててきたのに残念です。 
 早く雨が降って、この水不足が解消
してほしいものです。 



２０００年８月１８日          広報下之郷         第３１号  （２） 

老人憩いの家改修工事始まる 

 高齢化社会の到来に備え、老人福祉の施設充

実が懸案事項になっていましたが、このほど、

町の事業として、旧公民館を老人憩いの家とし

て改修することになり、５月来工事が進んでい

ます。 

 和室１０畳と１２畳が二間、炊事室も整備さ

れ、車椅子による出入りも考慮した設計になっ

ています。 

 また、旧団体事務所の部分は、区の独自の事

業として、保育園の園児のバス待合所としてリ

ニューアルされることになりました。 

 ５月２７日、評議員さんたちの奉仕により、

土間打ちが行われ、着々と工事は進み、９月中

には竣工予定です。 

 この施設の維持管理についての規定なども今

後検討していくことになりますが、区内の老人

の方々を始め、皆さんのふれあいの場とて大き

な役割を果たしてくれるものと期待していま

す。 

  



２０００年８月１８日          広報下之郷         第３１号  （３） 

ニュースフラッシュ・６～７月 

 

六
月
四
日
（
日
）
、
甲
良
中
グ
ラ
ン
ド
で
、
第
二
十
回
区
民
球
技
大
会

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
今
年
で
三

年
目
と
な
り
、
皆
さ
ん
す
っ
か
り
上
達
さ
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
続
出
、 

優
勝
決
定
戦
が
三
つ
も
行
わ
れ
る
と
い
う
白
熱
ぶ
り
で
し
た
。 

第２０回大会 
 記録 
総合優勝 １７組 
  ２位 １０組 
  ３位  ７組 
ラッキー １６組 
ダース  １３組 
ブービー １８組 
 
個人優勝 
Ａコート 松宮康子 
Ｂコート 安澤広司 
Ｃコート 安澤善已  

桃源郷の草刈り 

 

六
月
十
八
日
、
雨
の
降
る
中
、
桃
源

郷
の
除
草
作
業
が
郷
づ
く
り
委
員
さ

ん
、
評
議
員
さ
ん
た
ち
の
手
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

桃
源
郷
付
近
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
ら

し
い
美
し
い
景
観
に
整
備
さ
れ
、
近
頃

で
は
、
近
隣
か
ら
も
訪
れ
る
人
々
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

美
し
い
景
観
を
保
つ
た
め
に
地
道
な

保
全
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

心
に
留
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

婦人会の清掃奉仕活動 

 ７月２日、婦人会さんの方でも、清掃奉

仕活動をしていただきました。集会所の清

掃、スポーツ公園の除草、さつき街道の空

き缶拾いと、暑い中ご奉仕いただきまし

た。 

 ほんとうにご苦労様でした。 



２０００年８月１８日          広報下之郷         第３１号  （４） 

社会を明るくする対話集会からの報告 

 ７月２１日、集会所にて、社会を明
るくする対話集会を開きました。講師
に甲良西駐在所の辻巡査部長さんをお
招きし、防犯、青少年非行の実態等に
ついてお話をいただきました。 
 あいにく区内の行事等が重なり参加
者は少なかったのが残念ですが、貴重
な資料をいただきましたので、紹介さ
せていただきます。 

 刑法の罪で補導した人員が大きく減
少してるいるにも関わらず、強盗、強
姦などの凶悪犯犯で検挙した少年が増
加しました。 

 警察で取り締まった校内暴力事件は２３
件、４１人を補導しました。補導人員は、
１５人も増加しました。 

甲良西駐在所が廃止…… 

 辻さんのお話では、今後甲良西駐在所は廃止され、甲良東駐在所に統合される見込み
とのことでした。区内の防犯・治安のために大きな支えだった甲良西駐在所がなくなる
のは大変残念なことです。 



 

今
年
の
夏
は
、
平
成
六
年
の
再
来
を
思
わ
せ
る
猛
暑
の
夏
と
な

り
ま
し
た
。 

 

七
月
以
来
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
ず
、
八
月
十
日
か
ら
は
用
水
も

隔
日
送
水
、
田
の
番
水
も
実
施
さ
れ
る
切
実
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

た
だ
、
平
成
６
年
の
時
に
比
べ
、
ダ
ム
の
貯
水
量
も
一
定
あ
り

ま
す
し
、
何
と
か
乗
り
切
れ
そ
う
な
見
通
し
も
持
て
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
に
冷
静
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

２０００年８月１８日          広報下之郷         第３１号  （５） 

 

旱魃旱魃旱魃旱魃
かんばつかんばつかんばつかんばつ

再来？再来？再来？再来？     

平
成
六
年
の
大
旱
魃
を
教
訓
に
し
て 

平
成
六
年
の
大
旱
魃
の
様
子 

イノ町付近の田の惨状 

雨
乞
い
祈
願 

八
月
三
日 

炎
天
下
、
番
水
の
当
番 

当
時
の
記
録 

 

六
月
末
よ
り
降
雨
な
し 

七
月
一
三
日 

 

緊
急
農
組
評
議
員
会
開
催 

七
月
十
五
日 

 

水
利
委
員
会
開
催 

七
月
二
十
八
日 

 

番
水
体
制
協
力
依
頼 

七
月
三
十
日 

 

三
日
間
隔
送
水
始
ま
る 

八
月
二
日 

 

雨
乞
い
お
こ
も
り
神
事
奉
行 

八
月
三
日 

 

雨
乞
い
神
事
奉
行 

八
月
六
日 

 

南
池
揚
水
開
始 

八
月
十
二
日 

 

用
水
増
量
に
つ
い
て
要
請 

八
月
十
五
日 

 

特
別
送
水 

八
月
十
七
日 

 

黒
田
県
議
旱
魃
田
視
察 

八
月
十
八
日 

 

イ
ノ
町
地
先
へ
特
別
送
水 

八
月
二
十
一
日 

 

夕
刻
二
時
間
降
雨 

 
 



２０００年８月１８日          広報下之郷         第３１号  （６） 
 

甲
良
地
方
は
、
依
智
秦
氏

え

ち

は

た

し

の
協
力
を
得

た
犬
上
氏
に
よ
り
開
発
が
進
め
ら
れ
、
や

が
て
依
智
新
宮

え
ち
し
ん
ぐ
う

（
延
暦
寺
・
日
吉
大
社
）

の
荘
園

し
ょ
う
え
ん

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 

甲
良
町
内
に
八
幡
神
社
（
横
関
・
在

士
）
が
あ
る
こ
と
は
依
智
秦
氏
が
謝
恩

（
応
神
天
皇
の
勅
許
に
よ
り
入
植
し
た
）

の
た
め
祀
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

し
、
ま
た
、
日
吉
神
社
（
横
関
・
北
落
）

山
王
神
社
（
池
寺
）
が
あ
り
、
下
之
郷
四

ケ
寺
を
は
じ
め
町
内
の
多
く
の
寺
が
そ
の

昔
天
台
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
地
方

が
山
門
の
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
荘
園
の
地
元
の
実
質
的
領
主
を

荘
官

し
ょ
う
か
ん

と
い
い
ま
す
が
、
甲
良
荘
の
荘
長

し
ょ
う
ち
ょ
う

に
秦
吉
則
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
之

郷
の
村
お
さ
も
依
智
秦
氏
の
末
え
い
の
人

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
一
族
は
、
神
崎
郡
や
犬
上
郡
に
も
広

が
り
勢
力
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
甲
良
氏
、

二
階
堂
氏
、
藤
堂
氏
、
多
賀
氏
な
ど
が
出

て
い
ま
す
。
こ
の
人
達
は
、
平
安
末
期
、

世
の
中
が
乱
れ
て
く
る
と
、
土
地
や
財
産

を
守
る
た
め
武
力
を
蓄
え
、
武
士
化
し
、

ま
た
、
武
家
の
棟
梁
（
源
氏
や
平
家
）
と

つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
源
頼
朝
は
鎌

倉
に
幕
府
を
開
き
、
京
に
近
い
近
江
の
国

の
守
護
に
は
佐
々
木
信
綱
を
任
命
し
ま

す
。
こ
う
し
て
武
家
政
治
が
始
ま
り
ま
す

が
、
や
が
て
地
頭
は
荘
官
の
権
限
を
蚕
食

し
、
荘
園
制
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
き
ま

す
。 

  

鎌
倉
時
代
は
、
民
衆
の
宗
教
が
開
花
し

た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
法
然
の
浄
土

宗
、
親
鸞
の
浄
土
真
宗
、
一
遍
の
時
宗
な

ど
が
あ
い
つ
い
で
興
り
、
今
ま
で
あ
っ
た

天
台
寺
院
は
、
こ
れ
ら
の
新
興
宗
教
へ

次
々
に
改
宗
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
特
に

近
江
の
国
で
、
浄
土
真
宗
に
改
宗
さ
れ
た

寺
が
多
い
の
は
、
蓮
如
上
人
の
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大

き
い
と
い
わ

れ

て

い

ま

す
。 

 

鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て

は
、
農

業
、

手
工
業
（
下

之
郷
遺
跡
か

ら
は
紡
錘
車

ぼ
う
す
い
し
ゃ

や
袴
帯

か
た
い

が
出

土
し
て
い
ま

す
。
）
商

業

（
甲
良
市
＝

今
堀
日
吉
神

社
文
書
）
な

ど
産
業
の
発
達
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

 

一
方
、
こ
の
時
代
は
、
受
難
の
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。
嘉
暦
二
年
（
一
三
二

七
）
下
之
郷
の
桂
城
神
社
は
大
乱
に
よ
り

焼
失
し
て
い
ま
す
し
、
元
弘
三
年
（
一
三

三
三
）
に
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る
や
、
幕

府
の
重
役
二
階
堂
道
薀
は
、
下
之
郷
屋
敷

に
蟄
居
、
翌
年
十
二
月
に
京
都
で
斬
殺
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
城
は
、
永
禄
十
一
年

に
焼
亡
す
る
ま
で
の
一
七
〇
年
間
、
下
之

郷
住
民
の
生
活
や
文
化
に
多
大
の
影
響
を

与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

一
四
六
七
年
に
勃
発
し
た
応
仁
の
乱

は
、
次
第
に
地
方
に
拡
散
し
、
近
江
の
国

を
二
分
す
る
一
大
争
乱
と
な
り
、
下
之
郷

城
主
多
賀
豊
後
守
高
忠
が
東
軍
総
指
揮
官

で
も
あ
っ
た
の
で
、
下
之
郷
も
文
明
十
一

年
（
一
四
七
九
）
に
は
戦
禍
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
争
乱
は
果
て
し
な
く
続
き
、
多
賀

忠
高
が
戦
死
し
、
多
賀
氏
の
勢
力
は
急
速

に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

  

さ
ら
に
戦
国
時
代
に
は
下
之
郷
も
再
三

戦
場
と
な
り
、
織
田
信
長
侵
攻
を
目
前
に

し
て
下
之
郷
城
は
焼
亡
落
城
し
、
や
が
て

平
定
さ
れ
、
帰
農
し
、
あ
る
い
は
僧
侶
と

な
り
、
ま
た
商
人
と
し
て
活
路
を
見
出
す

こ
と
と
な
る
の
で
し
た
。 

 

中世の下之郷中世の下之郷中世の下之郷中世の下之郷    ①①①①    
            川並稔男氏著「古代・中世の下之郷」より    

紡錘車 袴帯 



２０００年８月１８日          広報下之郷         第３１号  （７） 

読者のページ 一
滴
の
私
の
涙
つ
ゆ
ほ
ど
に
姉
の
な
み
だ
が
尊
く
恋
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
野
た
つ
の 

梅
雨
晴
れ
間
ひ
ば
り
が
巣
抱
く
畦
端
を
風
や
さ
し
げ
に
な
ぜ
る
ご
と
吹
く 

 
 

上
野 

文
子 

七
夕
の
星
に
召
さ
れ
し
天
涯
の
姑
呼
ば
ふ
な
り
け
ふ
一
周
忌 

 
 
 
 
 
 
 

上
野
二
紗
絵 

軒
竿
に
嘴
並
べ
て
つ
ば
め
立
つ
万
国
の
空
に
身
を
翻
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
野 

り
え 

に
こ
や
か
に
歩
み
来
る
は
亡
き
母
か
と
た
だ
驚
け
り
姉
の
姿
に 

 
 
 
 
 
 

川
並 

克
子 

母
の
日
に
贈
ら
れ
し
日
傘
梅
雨
晴
れ
を
待
ち
か
ね
い
そ
い
そ
さ
し
て
出
で
ゆ
く 

川
並 

千
町 

夫
亡
き
後
は
何
か
と
た
く
ま
し
き
息
子
や
孫
が
私
の
た
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

川
並
み
よ
子 

デ
ィ
に
出
る
主
人
見
送
り
小
雨
の
中
紫
陽
花
と
語
る
傘
も
さ
さ
ず
に 

 
 
 
 

藤
居 
和
子 

無
学
に
て
短
歌
つ
く
る
も
辞
典
だ
し
字
の
む
つ
か
し
さ
今
更
な
げ
く 

 
 
 
 

古
川 
ふ
さ 

梅
雨
な
か
ば
青
田
を
眺
め
佇
め
ば
吹
き
抜
け
る
風
は
ほ
ほ
に
心
地
よ
し 

 
 
 

堀
川 

文
江 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ    

七
月
の
詠
草
か
ら

七
月
の
詠
草
か
ら

七
月
の
詠
草
か
ら

七
月
の
詠
草
か
ら    

 

七
月
号
と
し
て
発
刊
す
べ
き
と

こ
ろ
、
雑
務
に
忙
殺
さ
れ
、
今
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
猛
暑
の
夏
、
水

不
足
も
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
何

と
か
区
民
一
同
一
致
団
結
し
て
乗

り
切
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

次
号
は
十
月
発
行
の
予
定
で

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

編集後編集後編集後編集後記記記記    

上の二枚の絵にはちがうところが７ヶ所
あります。見つけて下さい。 
 答えのわかった人は解答用紙に書い
て、集会所まで。正解者には粗品進呈。 

前号のクイズ正解者前号のクイズ正解者前号のクイズ正解者前号のクイズ正解者    
        西堀増一さん、川並保之さん 

クイズ まちがいさがし 

 下之郷広報発刊３０号おめでとうございます。興味
津々読ませていただいております。クイズ頭の体操は
何ヶ月か前にもしたような気がします。この細菌が一時
間かかっていっぱいになったとき、さて細菌の数は何個
になるだろうか？雨の降る暇な時にボケ防止にとやつて
みました。たった一時間で細菌の数は１９桁、１１５２
９２１５０４６０６８４６９７６個。計算機も使わず根
気よくやってみました。あっているかな？誰かやってみ
て下さい。すごい数にびっくりしました。（某氏） 

二度も同じクイズを出してごめんなさい。電卓で計算し
たら、途中で数え切れなくなりエラー表示になってしま
いました。ほんとに大変な数ですね。（編集部より） 


